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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
各種補助金調査について
　全道事務研に参加の皆さん大変ご苦労様でした。
　さて、今回の調査ですが、若干経過についてお話ししますと、事務局では、ホームページの「石狩市公立小中学校の概容」に掲載するためと、配分予算と補助金等を合わせた児童生徒一人当たりの教育費を調査しようと思っていたところです。（丁度江別の協議会から電話があって、石狩市の制度についてたずねられたので分かる範囲で答えておきました。）
　ところで、私の学校について言えば補助金の担当者は教頭で、会計担当は昨年まで教員でしたが、今年は制度変更に伴い、会計執行が軌道に乗るまでの間私が会計を行うことになりました。この学校に異動してきて、今でもよく分からないのがこの補助金です。他町村の読者様のために若干の解説をしますが、本校では昨年までこの補助金のことを「総合学習補助金」という通称で呼んでいました。もう少し正しくは「学校支援推進事業交付金」といって、その中に「現代的課題研究事業」「特色ある教育活動事業（総合的な学習事業・特色ある教育活動）」「地域連携事業」「外部指導者活用事業（スクールアシスタントティーチャー・部活動外部指導者）」の４事業が構成されていました。それが、今年度から「学校支援推進事業」は「学校奨励プログラム等推進事業」と「外部指導者活用事業」に大別され、「学校支援プログラム等推進事業」にはこれまでの「地域連携事業」と「現代的な課題研究事業」が統合されました。また従来の「総合学習」という概念はなくなり、「環境教育・人権教育・平和教育・国際理解教育の４つの推進事業」及び「その他の活動」に再編されました。
＜昨年まで＞（正確ではないかもしれません）

	学校支援推進事業交付金
	現代的課題研究事業

	
	特色ある教育活動事業（総合的な学習事業・特色ある教育活動）

	
	地域連携事業

	
	外部指導者活用事業（スクールアシスタントティーチャー・部活動外部指導者）


＜今年から＞（正確ではないかもしれません）
	外部指導者活用事業
	外部指導者活用事業（スクールアシスタントティーチャー・部活動外部指導者・学力向上サポーター等）

	学校奨励プログラム等推進事業
	環境教育・人権教育・平和教育・国際理解教育・その他


　さて、昨年までの「総合的な学習事業」の本校での交付額は約３０万円。これが、各学年や全学年の様々な教育活動で使われます。わたしが困ったのは、この交付金と学校徴収金の学年費（さらには修学旅行費や宿泊学習費）や生徒会費そして市教委配分の需用費のそれぞれの守備範囲が全く分からなかった（今もかなり分からない）ということです。しかも、徴収金と交付金は現金決済、配分予算は決議書決済ですから、「ひとまとめにして再配分」ということもできません。会計担当者が自分でないことも含め、このような状況下でどのように予算の計画化を図ったらいいのか今も思案中です。さらに、今年からの制度改正で分野の細分化（環境教育・人権教育・平和教育・国際理解教育・その他）が図られ、お金の使い方が一段と複雑になりました。行政機関にしてみれば、事業名称を今日的課題に焦点をあてたものにし、それに予算を着ければそれだけでも「成果」として報告できるのかもしれませんが、現場はさらに実践を行わなければなりません。事業計画に沿い、且つ無駄や重複がなく、そして適切な執行のできる予算案を作成することは大変に難しいことであり、試行錯誤が必要です。職員の中には、いつでも使える便利な「総合」のような認識が定着しており、今は「総合学習補助金はもうなくなったのでその言葉は使わないように」というところから始めています。各学校の実態を交流して、学校財政財務活動の観点で議論を進めましょう。
ということで
めていますすらたんいますチャー市連係会議の報告をします。


































































































各種補助金の調査（その１）を行うのでよろしくお願いします。調査結果は原則公開したいと思います。

補助金に関する調査

下の表を埋めて、事務局まで提出お願いします。

【学校名　　　　　　　　　　　　　】
	事業名
	交付金額
	担当者職名
	会計担当者職名

	外部指導者活用事業
	
	
	

	学校奨励プログラム等推進事業
	
	
	


上記以外の補助金があれば、下記に記載してください。
（市教委以外の公的事業団体による補助金も記載お願いします）

	事業名
	交付金額
	担当者職名
	会計担当者職名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	





























